
下水道の役割 
下水道は、木曽岬町周辺の水域や良好な生活環境

を維持するために重要な施設です。木曽岬町は木曽川

より高い位置にあり、自然排水が困難であることから、

下水道整備前は使用した水が水路に滞留し、蚊やハエ

の発生が問題となっていました。下水道の整備により、

害虫や悪臭の発生を防ぐとともに、川や海の水質も保

全され、快適な生活を送ることができます。 
 

下水道事業の整備状況  
本町では公共下水道事業、農業集落排水事業により下水道の整備は完了し、水洗化

率は 99%に達しています。 

現在は施設の効率的な維持管理に努めていますが、下

水道施設は老朽化が進んでおり、今後は施設の改築や

耐震化にかかる修繕など、より計画的で効率的な維持管

理を行っていく必要があります。 
 

今後の経営見通し 
物価の上昇に伴い処理場の運転管理を民間業者に委託する費用が上昇傾向にある

ことや、老朽化に伴う下水道施設のメンテナンス費用の増加などにより支出が増えること

が予想されます。一方で、収入は人口減少に伴って減少することが見込まれるため、下水

道事業の経営状況は今後増々悪化していく見込みです。 
 

木曽岬町公営企業運営委員会

における検討 
重要な社会基盤である下水道事業の

将来に亘って安定かつ持続的に経営に向

けて経営改善を図る必要があると考え、

「木曽岬町公営企業運営委員会」（以下

「委員会」という。）にて、検討、審議を重ね

ました。 

そこでのご意見を踏まえた改定内容に

ついて、裏面に示します。 

 

 

 

 

現在多額の公費負担に頼った運営となっている下水道事業ですが、安定的かつ持続的な、自

立した運営を目指して、令和７年７月１日から下水道使用料を改定する運びとなりました。 

改定にあたり、皆さまに下水道に対する理解を深めていただくため、今回は、下水道事業の整

備状況や経営見通し、木曽岬町公営企業運営委員会での検討結果についてご紹介させていた

だきます。 

 

  

委員会の様子  



 

新しい下水道使用料について 

令和 7 年 7 月 1 日から適用される新料金は、上記「（2）今回の使用料改定（一般世帯分）につ

いて」のとおりです。 

新料金での請求は、B 地区：令和 7 年 9 月請求分、A 地区：令和 7 年 10 月請求分  からとなり

ます。 

皆さまにはご負担をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

●問合せ先／建設課  ☎68-6106 

審議内容  審議を踏まえた改定内容  

（ 1 ）使用料の改定に

あたり目指すべき水準  

将来的には「独立採算が可能となる水準」を目指す。  

ただし、改定は段階的に行うものとする。 

（ 2 ）今回の使用料改

定（一般世帯分）につ

いて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 3 ）今回の改定の実

施時期について 
使用料の改定時期は、令和 7 年 7 月からとする。 

（4）一般世帯における

今後の使用料につい

て 

3 年または 4 年おきに下水道使用料の改定を検討し、最終的に独立採算が可能な水準

にする。また、今後の検討方法にあっては今回の委員会における検討事項を準用する。  

（ 5 ）法人の使用料に

ついて 

一般家庭の使用料を段階的に上げていく中で、法人の現在の使用料に追いついた際

に、法人の使用料改定について検討を開始する。一般家庭の料金改定に準じ、従量制

への移行、段階的な料金見直しを実施する。  

ご確認ください 
◆ 今後も「広報きそさき」折込チラシで改定の内容等について随時周知を行っていきます。  

◆ 町ホームページでも詳しく紹介していく予定です。  


